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5カウントの法則 “社長”のデータ

【座右の銘にしたい名言】

キャリアではない。私の人生なんだ。

（スティーブ・ジョブズ/米国の実業家 アップル創業者)

全国の社長130万人のデータから浮かび上がった「社長像」は、「大学」卒、趣味は「ゴルフ」、

自宅は「持家」に住み、誕生日は「みずがめ座」で、「1月1日」生まれの「佐藤」さん。

東京商工リサーチの「ＴＳＲ経営者情報ファイル」から１３０万６,６３９人の社長のデータを分析

すると、ワーク・ライフ・バランスに充足した幅広い目標に邁進する姿がみえてきます。

１３０万人の社長のうち、売上高１００億円以上の企業（この調査では大企業と定義）の社長は１

万２,７２７人で、全体の１％に過ぎなかった。大企業と全企業の社長の趣味は、「読書」や「スポ

ーツ」など同じ趣味が上位に並ぶが、「無趣味」が全企業で２位に対し、大企業は９位と差が出

た。売上規模で社長がオンとオフを使い分ける余裕に違いがでているようです。

最終学歴では「大学卒」が、大企業８割、全企業５割と差が開いたが、全企業で「中学卒」が３

万７,１０４人（構成比６,７％）と大企業の社長数を上回った。規模の違いはあっても、社長への道

は「学歴」より起業意欲の時代を迎えているようです。

また、全企業の社長の趣味は、トップが「ゴルフ」で１４万２,３２５人（構成

比４３,５％）。２位の「無趣味」２万９,７２１人（同９％）を大きく引き離した。以

下、「釣り」２万７,５７８人（同８,４％）、「読書」２万７,５１８人（８,４％）、「スポー

ツ」１万７,２０７人（同５,２％）の順。日本の社長データをみると創業社長や２

代目などの後継者、大企業や系列会社のサラリーマン社長まで様々です

が、従業員の生活を守り、取引先と良好な関係を構築し、会社を成長させ

なければいけない使命には違いがないと言えます。

新しい年度に替わりました。新サラリーマンや学生は新たな環境でスタートをしますが、まだ

まだ慣れないことばかりではないでしょうか。

先日こんな記事を目にしました。“５カウントの法則”という話です。「人と５回会うと親しくなれ

る。契約してくれる人は５回以上会っている人である。信頼を築いていく。そのために５回会う仕

組みを作る。売上を上げろとは言わない。カウントをチェックする」というものです。

その内容は、人と１回会うと１カウント。お礼の手紙・メール・電話・FAX、フェイスブックは０.５カ

ウント。フェイスブックの友達申請が０.５、相手からOKも０.５。

人から紹介をもらい、面談。名刺交換で１カウント。すぐにはがきを出して０.５。電話で訪問の

アポイントをとって０.５。訪問して面談１。はがき０.５、メールで０.５。アポなしで訪問して面談１、

合計５回。こうすると人と親しくなれるというのです。

以前は３日で４カウントしていたが、いまではフェイスブックを活用して１日で４カウントすること

を目指している。１週間５０カウントを続けていくと１カウントが１万円の売上に相当することになっ

た。

多くの営業マンは人と会って名刺交換してから何をしたらいいのかわからない。どうすれば接

点を作れるか仕組みを作る。お礼のはがきを出す。お礼の FAX、メールを出す。出すときの定

型フォームを作っておく。

売れ売れと売上の結果評価ではなく、行動・プロセス評価（管理）で成果を上げる仕組みを作

る。根性や気合ではなく、たんたんと行動を遂行していくことの大切さを学びました。

私も営業の仕事に携わって長いですが、昨今の若者た

ちが、営業職や責任ある役職に就きたがらないとよく耳に

します。難しい仕事であればあるほど楽しさや研究のし甲

斐もあると感じます。私の息子２人は今大学３年生と１年生

ですが、長男はマーケティング、次男は社会対人心理学

と将来の仕事に大いに活かせる学部にいると感じていま

す。是非いろんなことを学び、私にも教えて欲しいもので

す。


